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ファンと共に創る！
“お客さま”を超えた

「ファンづくり」

第５回日本サービス大賞 実施決定！
本年6月より募集予定

詳細は５月に、日本サービス大賞
ホームページでご案内いたします。

▼日本サービス大賞 HP
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特集

ファンと共に創る！
“お客さま”を超えた「ファンづくり」

　少子高齢化や市場の成熟化が進む現在、企　少子高齢化や市場の成熟化が進む現在、企
業と顧客との関係性をより深め、顧客にとって業と顧客との関係性をより深め、顧客にとって
の価値を共に創っていくサービスイノベーショの価値を共に創っていくサービスイノベーショ
ンが求められています。その中で特に、企業やンが求められています。その中で特に、企業や
ブランドに共感するファンは、サービスのヒンブランドに共感するファンは、サービスのヒン
トを与えてくれたり、ファン自身が新たなファトを与えてくれたり、ファン自身が新たなファ
ンを生み出してくれるなど、非常に大きな存在ンを生み出してくれるなど、非常に大きな存在
と言えるでしょう。と言えるでしょう。

　今号の特集では、ファンとの価値共創に取り　今号の特集では、ファンとの価値共創に取り
組むコメダとマクアケを取材。「企業・ブランド組むコメダとマクアケを取材。「企業・ブランド
への愛着を強くするためのアプローチ」 「ファへの愛着を強くするためのアプローチ」 「ファ
ンの熱量の高め方」「ファンとのコミュニティンの熱量の高め方」「ファンとのコミュニティ
づくり」など、顧客との関係強化の事例を紹介づくり」など、顧客との関係強化の事例を紹介
し、「ファンづくり」がもたらす新しい可能性にし、「ファンづくり」がもたらす新しい可能性に
ついて考えます。 ついて考えます。 
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